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図１ 1aに313nm光を照射した際の吸収スペクトル変化

[n- ヘキサン溶液，4.6×10-5mol/l]

※本データは九州大学 大学院 工学研究院 入江教授より提供い

ただいたものです。

フォトクロミック分子を光メモリーや光スイッチングデ

バイスなどに応用する上で、熱安定性・繰り返し耐久性

は基本性能として重要視されています。ジアリールエテ

ン１は両異性体とも熱的に安定で、繰り返し耐久性にも

優れていることから、オプトエレクトロニクス材料として

の応用が期待されます1)-5)。

300
      0

0.2

0.3

A
bs
or
ba
nc
e

0.6

0.8

400
Wavelength/nm

500 600

5 min
4
3
2
1
0

0.2

0
1 4000

A
n 
/ A
o

8000
Cycle number

12000

0.4

0.6

0.8

1.0

開環体 1a 
（無色） 

閉環体 1b 
（赤色） 

S

CH3

H3C

F
F
F

F
F
F

S S

hυ 
CH3

H3C

F
F
F

F
F
F

Shυ'

フォトクロミック反応に
よる吸収スペクトル変化1 熱安定性・繰り返し耐久性2

製 品 案 内

光を当てると色が変わるフォトクロミック現象は、古くから研究されており、オプトエレクトロニクス分野におけ

る応用が期待されておりますが、耐久性や熱安定性などの点で難がありました。

九州大学 入江教授らにより開発された“ジアリールエテン1)”は、P型のフォトクロミック分子（光生成した化合

物が安定で、室温、暗黒中においては元の異性体にはもどらない。しかし、光励起によって元の異性体にもど

る）で、繰り返し耐久性・熱安定性などにおいて極めて優れた性能を有します。

フォトクロミック反応に
よる吸収スペクトル変化 熱安定性・繰り返し耐久性



ジアリールエテン１aは誘導化することで様々な機能を発現させることが可能です。例えば、芳香環にラジカル

置換基を導入した6や8は分子内磁気的相互作用の光スイッチイングが報告されています1),6),7)。

Schem 1. Reagents and conditions: a) l2, H5IO6, H2SO4, AcOH, H2O, 76%. b) [Pd(PPh3)4], phenylboronic acid, Na2CO3,THF,

H2O, 29%. c) [Pd (PPh3)4], 4-biphenylboronic acid, Na2CO3, THF, H2O, 32%. d) [Pd(PPh3)4], 4-formylphenylboronic acid,

Na2CO3, THF, H2O, 29%. e) 2,3-Dimethyl-2,3-bis(hydroxyamino)butane sulfate, CH3OH then NalO4, CH2Cl2, 13%. f) n-BuLi,

B(OBu)3, [Pd(pph3)4], 4-formyl-4'-iodobiphenyl, Na2CO3, THF, H2O, 60%. g) 2,3-Dimethyl-2,3-bis(hydroxyamino)butane

sulfate, benzene/CH3OH, NalO4, CH2Cl2, 15%. h) Fuming nitrate, AcOH/(Ac)2O(12/1). i) CISO3H, then NaOH aq. j) t-BuCl,

TiCl4, C2H4Cl2. k ) A, [Pd(PPh3)4], Na2CO3.
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ジアリールエテンの誘導化3 ジアリールエテンの誘導化
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製品名 純度 Cat.No. 包装 価格（円）

05058-63

05058-96
＞96 %1,2-Bis(2-methylbenzo[b]thiophene-3-yl)perfluorocyclopentene

100mg 9,500

500mg 39,000

●ジアリールエテン価格表


